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問　

寺
尾
上
土
棚
線
は
、
昭
和

　

年
に
都
市
計
画
道
路
と
し
て
決

３６定
し
、
県
道　

号
横
浜
厚
木
線
ま

４０

で
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
北
伸
区
間
が
整
備
実
施

と
な
っ
た
場
合
、
県
道　

号
線
以

４０

北
は
住
宅
密
集
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
移
転
な
ど
で
長
期
化
が
予
測

さ
れ
る
。
新
政
権
が
高
速
道
路
無

料
化
を
公
約
に
掲
げ
て
お
り
、
状

佐
竹　

百
里

寺
尾
上
土
棚
線
北
伸
区
間
整
備

の
必
要
性
と
取
り
組
み
状
況
は

況
が
変
わ
っ
て
い
く
中
、　

年
来

４０

培
わ
れ
て
き
た
地
域
社
会
を
分
断

し
て
ま
で
整
備
が
必
要
と
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
地

域
住
民
へ
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

き
た
か
。
幅
員
や
形
状
は
、
当
初

の
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
る
か
。

事
業
費
の
概
算
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

答　

寺
尾
上
土
棚
線
は
、
北
部

区
間
が
整
備
さ
れ
る
と
県
央
を
南

北
に
貫
く
広
域
的
な
幹
線
道
路
と

な
る
。
現
在
、
県
道　

号
線
の
渋

４０

滞
に
よ
る
通
過
交
通
の
生
活
道
路

へ
の
進
入
が
住
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
を
危
惧
し
て
お
り
、
北
伸
区
間

の
整
備
は
地
域
の
交
通
対
策
と
し

て
、
一
刻
も
早
く
実
現
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
、
北
伸
の
必
要
性

は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
係
の

パ
ネ
ル
展
な
ど
で
周
知
し
て
き
た
。

今
後
、
自
治
会
役
員
や
権
利
者
、

周
辺
住
民
に
説
明
な
ど
を
行
い
、

幅
員
や
形
状
の
見
直
し
を
含
め
た

調
整
を
し
な
が
ら
実
現
し
て
い
き

た
い
。
事
業
費
は
、　

〜　

億
円

７０

８０

程
度
と
試
算
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
総
合
福
祉
会
館
複
合

施
設
整
備
に
つ
い
て
」
「
小
中
学

校
で
の
文
化
芸
術
教
育
の
充
実
」

を
質
問
）

　

問　

二
酸
化
炭
素
削
減
は
、
人

類
共
通
の
課
題
と
し
て
地
球
規
模

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
本
市
も

雪
が
降
ら
な
い
な
ど
暖
か
く
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
に
は
、
発

熱
が
多
く
冷
却
要
因
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

温
暖
化
対
策
は
日
本
全
体
共
通
で

は
な
く
、
地
域
の
特
性
や
特
異
性

を
考
慮
し
な
い
と
効
果
は
期
待
で

新
綾
ク
ラ
ブ　

笠
間
信
一
郎

地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
独
自

の
温
暖
化
対
策
を
行
わ
な
い
か

き
な
い
。
本
市
に
合
っ
た
温
暖
化

対
策
に
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

環
境
基
本
計
画
や
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
中
に
、
市
を
冷
や
す
よ
う
な
具

体
的
な
対
策
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
平
均
気
温
や
林
な
ど
の
緑

の
占
め
る
割
合
を
示
す
緑
被
率
な

ど
の
推
移
は
ど
う
か
。

　

答　

本
市
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
環
境
負
荷

の
低
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
は
具
体
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
を
定
め
た
実
行
計
画
や

地
域
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組

む
。
環
境
基
本
計
画
は
他
部
局
の

計
画
を
環
境
の
視
点
か
ら
統
括
す

る
計
画
と
位
置
付
け
て
い
る
。
市

を
暖
め
な
い
よ
う
に
す
る
具
体
的

な
対
策
は
、直
接
的
で
は
な
い
が
、

温
暖
化
対
策
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

平
均
気
温
は
昨
年
が　

・
６
℃
で
、

１５

　

年
前
の
昭
和　

年
は　

・
５
℃

２０

６３

１４

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
緑

被
率
は
平
成
７
年
度
が　

・
７
％

４０

で
あ
っ
た
が
、
直
近
の
調
査
結
果

と
な
る　

年
度
で
は　

・
７
％
と

１７

３３

な
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
若
年
層
の
雇
用
、
就

労
支
援
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

改
綾
ク
ラ
ブ　

山
田　

晴
義

　

問　

地
球
温
暖
化
は
人
類
に
と

っ
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

気
温
上
昇
に
よ
る
気
候
変
動
が
人

類
や
生
物
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
球
温

暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
増
加
が
主

な
原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
に

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑

え
る
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。
市
で
は
低
炭
素
社
会

地球温暖化を防止

する低炭素社会実

現への取り組みは

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
平
成　

年
２
月

１４

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
、

７
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
市
の
取
り
組
み
と
市
民
へ

の
啓
発
活
動
や
事
業
者
に
対
す
る

行
政
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

　

答　

現
在
の
危
機
的
状
況
を
脱

す
る
に
は
、
化
石
燃
料
に
依
存
し

な
い
低
炭
素
社
会
を
築
く
ほ
か
は

な
く
、
人
類
全
体
で
取
り
組
む
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。本
市
で
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
ほ

か
、
職
員
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
自
粛

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民

や
事
業
者
に
は
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
補
助
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普

及
、
エ
コ
事
業
者
の
登
録
な
ど
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基
づ
く
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
継
続

的
に
実
践
す
る
と
と
も
に
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
を
進
め
る
。

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
な
ど
を
定
め
た
計
画
を
策
定
し
、

低
炭
素
社
会
実
現
に
努
め
る
。

二
見　

昇

　

問　

が
ん
末
期
患
者
と
家
族
の

身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
軽
減
す

る
た
め
の
総
合
的
な
措
置
を
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
い
い
、
そ
の
手
法

の
１
つ
と
し
て
、
患
者
の
痛
み
を

和
ら
げ
る
緩
和
ケ
ア
が
あ
る
。
今

後
も
が
ん
疾
患
は
増
え
続
け
、　
６５

歳
以
上
の
死
因
の
３
分
の
１
が
が

ん
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内

で
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
あ
る
病
院
の

数
と
所
在
す
る
地
域
は
。
県
全
体

で
ベ
ッ
ド
数
は
何
床
あ
る
か
。
ま

市内の病院へ緩和

ケア病棟設置の働

きかけをしないか

た
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
設
置
に
は
、

ど
の
よ
う
な
施
設
基
準
が
あ
る
の

か
。
が
ん
患
者
が
増
え
続
け
て
い

る
現
状
か
ら
、
本
市
に
も
緩
和
ケ

ア
病
棟
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感

じ
る
が
、
既
存
の
市
内
民
間
病
院

へ
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
設
置
し
て
も

ら
う
働
き
か
け
を
行
わ
な
い
か
。

　

答　

現
在
、
県
内
に
緩
和
ケ
ア

病
棟
の
あ
る
病
院
は
、
横
浜
地
区

に
４
カ
所
、
川
崎
･
横
須
賀
地
区

に
３
カ
所
、湘
南
地
区
に
２
カ
所
、

県
西
地
区
に
１
カ
所
の
計　

カ
所

１０

で
病
床
数
は
合
計
１
９
１
床
で
あ

る
。
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
条
件
と
し

て
、
病
床
面
積
の
確
保
や
厚
生
労

働
省
が
認
定
す
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
に
よ
る
診
療
な
ど
が
あ
る
。
地

域
で
の
が
ん
患
者
支
援
と
し
て
緩

和
ケ
ア
病
棟
の
必
要
性
を
痛
感
し

て
い
る
が
、
地
方
病
院
に
は
困
難

な
条
件
で
あ
り
、
市
内
の
病
院
に

設
置
を
働
き
か
け
る
こ
と
は
、
経

営
環
境
か
ら
も
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
県
央
地
域
に

緩
和
ケ
ア
病
棟
を
１
カ
所
は
設
置

す
る
と
い
う
国
や
県
の
医
療
計
画

に
協
力
、
連
携
し
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

　

問　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
深
谷

中
央
な
ど
の
区
画
整
理
事
業
を
行

っ
て
き
た
が
、
地
権
者
の
合
意
が

な
い
中
で
事
業
が
進
み
、
多
く
の

地
権
者
が
中
止
や
見
直
し
を
求
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
深
谷
落
合
地

区
で
も
区
画
整
理
の
話
が
進
ん
で

い
る
が
、
市
が
独
自
に
計
画
し
た

も
の
か
。
ま
た
、
そ
の
進
行
状
況

は
。
さ
ら
に
、
市
は
新
市
街
地
整

備
事
業
と
し
て
、
工
業
や
沿
道
サ

ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
計
画
を
し

深谷落合地区の市

街地整備の進行状

況と今後の考えは

て
い
る
が
、
宅
地
と
し
て
の
土
地

利
用
や
農
業
を
続
け
た
い
と
い
う

地
権
者
の
意
向
と
の
ず
れ
を
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
深

谷
落
合
地
区
は（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
の
移
転
対
象

企
業
の
受
け
皿
と
考
え
て
よ
い
か
。

　

答　

深
谷
落
合
地
区
の
新
市
街

地
整
備
は
、
市
総
合
計
画
な
ど
に

も
位
置
付
け
て
、
市
が
独
自
に
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。
勉
強
会
で

地
権
者
の
意
向
を
把
握
し
て
、
基

本
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
た
。
そ
れ
を
基
に
現
在
、
土

地
利
用
の
区
分
を
検
討
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
土
地
利
用
変
更
へ

の
不
安
か
ら
一
部
で
反
対
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。今
後
は
、

地
権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
農
業

を
続
け
る
方
の
た
め
の
農
業
地
区

の
設
定
や
、
既
存
の
居
住
者
の
利

便
性
に
も
配
慮
し
た
利
用
区
分
の

設
定
を
進
め
る
。
移
転
対
象
企
業

の
受
け
皿
は
、現
在
の
所
在
地
周
辺

を
望
む
声
も
あ
り
、
早
川
字
上
原

の
低
利
用
地
で
、検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

９月２６日から３０日まで市役所７階市民展示ホールで「市展書道の部
（成人）」が開かれ、４９点の力作が展示されました 市の花  ばら


